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要　旨

　ホブド県は、モンゴル西部に位置するが、県内をアルタイ山脈が貫く、自然環境の多様な地域である。また、モン
ゴルでも最も多くのエスニック集団が共存する、文化的に多様な県でもある。私たちは、そこで、2017年10月から、
JICA草の根技術協力事業（パートナー型）「モンゴル・ホブド県における地球環境変動に伴う大規模自然災害への防
災啓発プロジェクト」を実施してきた。このプロジェクトの実施体制は、日本側は名古屋大学（減災連携研究センタ
ー）が実施機関となり、放送大学が連携する形をとり、防災啓発のためのコンテンツ制作などの活動を続けてきた。
モンゴル側のカウンター・パートはモンゴル非常事態庁ホブド支部とモンゴル国立大学である。2018年10月までの１
年間は、県内のソムを訪問し、地域の特性を理解することと、住民との交流を中心に活動を行ってきた。プロジェク
ト開始までの経緯と活動については、すでに本誌（35号、36号）で報告した。その後の１年間は、ソム訪問を継続す
るとともに、遊牧民の自然災害の記憶の収集、防災専門家のインタビューによる防災教育コンテンツの作成、地域住
民による防災活動の体制づくりなどを目標に、活動してきた。本稿では一年間の そうした 活動について報告する。

ABSTRACT

　Khovd province is located in the western part of Mongolia, and naturally diverse region with the Altai Mountains 
piercing through. It is also the most culturally diverse province with various ethnic groups in Mongolia. We have been 
realizing the JICA Partnership Program：Disaster awareness enlightenment project for large-scale natural 
disasters caused by global environmental change in Khovd Aimag （Province）, Mongolia since October 2017.  
As for implementation, Nagoya University （Research Centre for Collaborative Disaster Mitigation） has been acting 
as the executing agency on the Japanese side, with collaboration with The Open University of Japan in continuing 
content creation for disaster prevention awareness. Counterparts on the Mongolian side are primarily the Emergency 
Management Department of Khovd and the National University of Mongolia. For one year up to October 2018, we 
visited sums （communities） to understand the characteristics of the region and building relationships with the 
residents. The background and activities of this fieldwork from the beginning of the project to October 2018 have 
been reported in this annual report （Issues 35 and 36）. Since the following year, while continuing to visit sums, we 
have been working with the goal of collecting the nomadic peopleʼs memories of natural disasters and creating 
disaster prevention education content through interviews with disaster prevention specialists. This project has also 
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1　はじめに

　まず、モンゴルの遊牧社会が本来もっているレジリ
エンスの特性とその変容の状況について概説したい。
遊牧のもつ移動性と柔軟性は、本来、資源の利用にお
いてはサステイナブルであり、自然の変動や自然災害
にとっても極めてレジリエントであった。
　遊牧生活では、組立・解体が容易なゲルに居住し、
季節の変化に合わせて、自由に移動する。数家族が近
くにゲルを張り、生活と移動を共にすることが多く、
その集まりをホト・アイル（「宿営集団」と訳す）と
いう。ホト・アイルも離合集散し、柔軟に組み合わさ
れる。「複合牧畜」といわれるように、多様な家畜
（ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ）を飼うことも、
サステイナビリティとレジリエンスにとって重要な要
素である。家畜種によって採食する草が異なるため、
多種の家畜を飼うことで、草原への負荷を平準化する
ことができる。また、旱魃やゾド（雪害・冷害）に襲
われたとき、リスクを分散することができる。
　しかし、近年では、家畜の増加による過放牧の結
果、草地の劣化が進んでいる。近年、都市部への人口
の集中が著しいが、それと関連して、遊牧民も都市や
定住地区の近くに集中する傾向が強まっている。市場
経済化が進むなかで、畜産物の出荷等の経済的な都合
で都市に近いほうが有利となっている。地方でも、遊
牧民がアイマグ（県）の中心都市や、ソム（郡）の定
住区（ソム役場、学校、病院、商店などの施設があ
る）や自動車道路の近くに集まる傾向がある。子供の
就学などの都合にあわせた移動もある。そのような状
況により、都市周辺、道路周辺の草地の劣化が特に著
しくなっている。
　次に自然災害へのレジリエンスについてみておこ
う。まず、地震に関しては、全国各地に活断層が分布
し、とくにアルタイ山脈地方に世界最大とされる活断
層があり、1900～1960年代までにM７以上の地震が４
回起こっている。しかし、これまでの遊牧生活におい
ては、移動式住居ゲルの生活は、地震にとってレジリ
エントであり、人的被害は極めて少なかった。
　しかしながら、モンゴルがはじめて経験する都市へ
の人口集中と生活様式の急激な変化がリスクを生み出
している。2005年以降、無感地震が増加傾向にあり、
2009年から急増していることがモンゴル国科学アカデ
ミー地球物理学研究所地震研究部により発表されてい

る。モンゴル非常事態庁を中心に、地震防災を進める
必要性が訴えられている。しかし、住民の地震に対す
る防災意識は極めて低く、建物の耐震性も十分とはい
えない。
　市場経済化後、首都への人口集中が加速した。2015
年時点でモンゴルの人口は約306万人、そのうち134万
人が首都ウランバートルに集中している。現在のウラ
ンバートルには高層ビルが林立している。
　さらに、地球環境の変動の影響を受け、近年は、局
所的な降雨による都市や地方定住区に洪水の被害が著
しくなっている。
　こうしたモンゴルの地質学的状況、歴史的社会的現
状を踏まえ、政府や大学の要望を受け、私たちは、
2017年10月から、JICA草の根技術協力事業（パート
ナー型）「モンゴル・ホブド県における地球環境変動
に伴う大規模自然災害への防災啓発プロジェクト」を
実施してきた。モンゴル側はホブド非常事態局とモン
ゴル国立大学、日本側は名古屋大学（減災連携研究セ
ンター）が実施機関となっている。そして、防災コン
テンツの制作などで、放送大学が連携協力している。
プロジェクトの活動において、2018年10月までの１年
間は、地方のソムを訪問し、地域の特性を理解するこ
とと、住民との交流を重視した活動を行ってきた。プ
ロジェクト開始までの経緯と活動については、すでに
この本誌（35号、36号）で報告した（稲村ほか2018、
石井ほか2019）。その後の一年間は、ソム訪問を継続
するとともに、遊牧民の自然災害の記憶の収集、防災
専門家のインタビューによる防災教育コンテンツの作
成、地域住民による防災活動の体制づくりなどを目標
に、活動してきた。
　そこで、次章でまず、地方のソムでの聞き取りか
ら、山岳地域を中心に災害の記憶、またそれを通じた
自然との関係性を検討する。これまで多くのソムで聞
き取りをしてきたが、本稿では、山岳高所を含む１つ
のソムに絞って報告したい。３章では、遊牧地域と都
市部で共に適用可能な防災啓発の活動として、防災カ
ルタの取り組みを報告したい。
　プロジェクトの対象であるホブド県（人口約９万
人）の概要についてはすでに前号までで述べている
が、多様な自然と多様なエスニック・グループが居住
する県ということである。ホブド県の西隣のバヤンウ
ルギー県（モンゴル西端の県）はカザフの県とされて
いる10）。カザフはイスラム教を信仰するチュルク系民
族で、マイノリティのなかでは最も人口の多い集団で

10）　 カザフ民族はもともと、カザフ高原で遊牧を営み、大・中・小ジュズの３つ地域に分かれて居住していた。19世紀にその地が帝
政ロシアに併合されると、カザフは清朝支配下の新疆へと移動した。そのカザフの一部は、夏にアルタイ山脈を越えてモンゴル
側で放牧をしていた。独立後のモンゴル政府は、1940年、カザフの県としてモンゴル西端にバヤンウルギー県を創設した。カザ
フの歴史と現状等については〈バトトルガ・稲村2002、バトトルガ2003、2004、2008；石井・鈴木・稲村2015〉を参照。

been creating a system for disaster prevention activities by collaborating with the local residents. This article will 
report on the activities within that year.
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ある11）。ホブド県でもカザフ住民は比較的多いが、カ
ザフ以外に多くの「モンゴル系エスニック集団」、す
なわち、ウリアンハイ、ホトン、ザハチン、ミャンガ
ド、ウールド、トルグートなどが居住している12）。
　ホブド県は、県内をアルタイ山脈が貫いており、標
高差が大きく、ハル・オス湖など大きな内陸湖を擁す
る、自然環境が多様な地域でもある（図１）。当プロ
ジェクトの対象地域としてホブド県を選別した背景に
は、この地域が多様な自然環境を有すると共に災害が
多い（災害の種類も多い）地域であること、ホブド市
にモンゴル非常事態庁支部があることに加え、ホブド
県がマルチ・エスニックな県であり文化的な多様性も
大きいことがあげられる。

2　山岳地域における自然災害の記憶

2-1　 エルデネブレン・ソムの夏営地での聞き取り調査
　筆者らは、2019年８月に、ホブド県北東部のエルデ
ネブレン・ソム、北部のミャンガド・ソム、中部のム
ンフハイルハン・ソムにおいて過去の災害に関する聴
き取り調査を実施した13）。ここでは、エルデネブレ
ン・ソム（図２）での聞き取りに焦点を絞り、山岳地
域における自然災害の状況、とくに1988年に起こった
地震とそれに伴って発生した氷河の崩落について紹介
する。
　エルデネブレン・ソムの概要については、本誌36号
（石井ほか2019：101）で紹介しているが、人口は約

2400人（65世帯）で、ウールドというエスニック・グ
ループが９割を占め、カザフ、ザハチン、トルグー
ト、ドゥルブッドなどが居住している。エルデネブレ
ン・ソムには、標高4208mの山ツァンバガラブ山があ
り、万年雪を頂いている。エルデネブレン・ソムには

ホブド川が流れており、川沿いでスイカ栽培などの農
業も行われているが、ソムの中心的な生業は遊牧であ
る。この地域の遊牧の移動は山岳地域を有するため、
大きな標高差の利用がひとつの特徴である（図３）。
夏に山岳地域の（2900mほどの）草地のゾスラン（夏
営地） で過ごし、 秋にはホブド川の川沿いの標高
1300mほどのナマルジャー（秋営地）に移動する。冬
は、川沿いは風が強く川が凍って寒いため、むしろ標
高がやや高い（標高2000mほど）山岳地域の（風が避
けられる）谷間のウブルジュー（冬営地）で過ごし、
春は、再びホブド川沿いのハワルジャー（春営地）に
移動する。
　1988年にツァンバガラブ山の近くで起きた地震によ
って、氷河から氷塊が崩落し、家畜が被害にあう災害

11）　 イスラム教徒であるカザフは、カザフスタン移住の問題、イスラム諸国との結びつき、マジョリティであるハルハをはじめとす
る、仏教を信仰するモンゴル系住民との間の微妙な関係など、マイノリティのなかでも特に固有の問題を抱えている。

12）　 もともとモンゴル国の西部地方周辺には多様なエスニック集団がいたが、モンゴルが清朝の支配下に入ったとき、清朝政府は
「ホブド辺境地方」を設立し、諸集団を分散して移住させた。そして、1860年～70年頃に、カザフをホブド地方に移住させた
〈バトトルガ・稲村2002、バトトルガ2003、2004、2008；石井・鈴木・稲村2015を参照〉。ここでいう「モンゴル系エスニック集
団」とは、モンゴル帝国時代の軍事組織などを起源とする集団である。そのため、言語、宗教、出自をまったく異にするカザフ
などの「民族」と区別して「エスニック集団」と表記する。

13）　 2-1、2-2は、エンフタイワンと石井が、ホブド非常事態局職員のビャンバドルジ氏・エルムーン氏・ボルガンタミル氏ととも
に、聞きとり調査を行ったものである。また2-3は、ハスエルドンと稲村が現地で聞き取り調査を行ったものである。

アルタイ山脈

ホ
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図１　モンゴルとホブド県の位置

図２　 ホブド県の略図とエルデネブレン・ソム
（作成稲村哲也）

エルデネブレン・
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が起きたという記録がある。そこで、当時の地震を覚
えている人びとを訪ね、被害状況を整理するために聴
き取り調査を実施した。まずエルデネブレン・ソム役
場を訪問し、事務局長バヤルジャルガル氏と面会し、
そこで紹介された人物にあうために、ツァンバガラブ
山の麓（ソム中心から45km）のゾスラン（夏営地）
に向かった（写真１）。車で谷沿いに遡り、１時間半
ほどでゾスランに到着する。氷河をいただくツァンバ
ガラブ山を間近に望み、なだらかに起伏する草原が広
がっている。ゾスランは、夏の雨によって育った豊富
な草により、春に生まれた仔家畜を育て、母家畜から
ミルクを搾ることが重要である（写真２、３）。そこ
で、ゲルを訪問して、計10名の人物から話をきくこと
ができた14）。ほとんどの遊牧民ゲルには、ソーラーパ
ネルを利用したテレビと携帯電話が普及している（写
真４、５）。現在の遊牧民は、伝統的な生活を送りな
がら、外界からの知識も広く把握している。
　調査に協力してくれた遊牧民の話を総合すると、
1988年８月に地震が起き、それが引き金となってツァ
ンバガラブ山の氷河の一部が崩落し、巨大な氷塊が谷
をころげ落ちた。人的な被害はなかったが、下敷きに
なって家畜（ウマ75頭、ウシ10頭）が犠牲になった。
はじめは家畜が氷の下敷きになっているとわからず、
いなくなった家畜を探し回ったそうだ。犠牲になった
ウマ75頭の所有者について、「山の神の怒りをかった
ため」とし、その後の所有者の運命に言及する人もい
た。人びとは口を揃えて、「ツァンバガラブ山の万年
雪は、昔の３分の１に減少した」と、地球温暖化を心
配している。
　若いときに現地で地震に遭遇し、氷塊をすぐに見に

行ったというツェレンチメドゥ氏の詳細な経験談や環
境に関する考えは、最も重要な内容を含んでいた。以
下（2-1）で、そのインタビュー内容を掲載する。こ
れは、自然地理学者のエンフタイワンが、地震災害等
について科学的な説明しながら対談を行ったこともあ
り、資料的価値が高い。そこで、録音内容にできるだ
け忠実に詳細を記述しておく（ただし、順番を一部変
更する）。また、内容について、適宜、注釈を付す。
また、補足として、2-2、2-3で、他の遊牧民の語りの
概要を紹介する。

2-1　 ツェレンチメドゥ（52歳男性）、ウールド15）（写
真６）

　ツェレンチメドゥ氏の両親はネグデル16）（組合）の
家畜を飼う遊牧民で、子供の頃は遊牧の手伝いをして
いた。若いとき、ホブド市で２年間建築の仕事をし、
その後３年間、軍隊に行った。1991年に結婚して、そ
れ以来、この地方で遊牧に従事し、1996年から2000年
の間、バグ長（区長）を務めた。現在はアゲント17）

（固定の店でなく、ゲル内で食料品や日用品などの商
品を売る売店）を経営している。

〈質問：この近くでは何世帯ぐらいありますか。〉
　わがバグは全部で120世帯です。すべてのゲルは、
夏になったらこのあたりの川沿いに来ます。違うバグ
からも来ます。草が良く生えない年に、バヤンウルギ
ー県のアルタンツグツ・ソム、バヤンノール・ソム、
トルボ・ソムなどからも遊牧民たちが来ます。
〈質問：小さいときから牧民だったそうですね。〉
　５歳のころから馬に乗っていました。そのころは一
回馬に乗ったら自分で下りられなかったです。人が見
えたら走って行って、その人に降ろしてもらって、お
しっこしていました。それ以外はずっと乗馬したまま
でした。そのうち馬の上から横向いておしっこするよ
うになりました。それで羊を放牧することを習いまし
た。

①1988年の地震と氷河の氷塊の崩落について
〈質問：1988年の地震でツァンバガラブ山から氷が落
ちてきたと聞きました。そのことについて話してくれ
ませんか。〉
　1988年の７月の終わりごろか８月の初め頃に、私は
軍隊から戻ってきました。８月の中頃だったかな。私
たちは兄の家にいました。兄はその時ザボード（牛乳
工場）のヤクを飼っていました。ネグデル（組合）の
ザボードというのは、およそ500-600頭の牛を所有し、
乳しぼりをしていた大きな組織でした。（その工場で）

14）　 石井グループ、稲村グループがそれぞれ５名の聞き取りを行った。
15）　 ホブド県には多様なモンゴル系エスニック・グループが居住しているが、ウールドはそのひとつである。ホブドのエスニック・
グループについては〈石井ほか2019：94〉を参照。

16）　 ネグデル（組合）は、1950年代末から1990年頃まで続いた。ネグデルでは、遊牧民は、ネグデルの家畜を請け負って飼っていた。
17）　 アゲントは、ネグデル時代の（ネグデルが経営する）売店で、ネグデル所属の遊牧民などが食料・生活用品をそこで購入した。
その名残として、現在も、このような小規模な小売店をアゲントと呼ぶことがある。

図３　 エルデネブレン・ソムにおける季節移動の例
（模式図：標高差と地形の利用）

冬営地

ソム中心

春・秋営地
夏営地

3000ｍ 2000ｍ

ホ
ブ
ド
川

96



モンゴル、ホブド県における遊牧民の災害の記憶・認識と「防災啓発」

100リットルの容器に牛乳を入れて生クリームを作っ
ていました。夕方の乳しぼりをしようとして、子牛た
ちを捕まえて地面のロープ18）に結んでいました（写
真７）。（私はゲルの中にいて）突然棚の上に置いてあ
ったお椀、お皿などの食器がぶつかって音がしはじめ
ました。何がおきたのだろうと思いました。鍋の中の
沸かした牛乳がこぼれました。私は若かったので、地
震だとはわかりませんでした。急いで走って家を出た
ら、ひもで結んでいた子牛たちが走り回って、ひもの
くぎを地面から引っ張りとって大変なことになってい
ました。その時にとても大きな音がしました。それは
数分間の出来事でした。何だろうと思って馬に乗っ
て、音がした方に行ってみたら、そこは雪で真っ白く
なっていて何も見えなくなっていました。そのまま走
って丘の上の方に行ったら、霧でいっぱいになってい
ました。好奇心旺盛な若者だった私は、周辺の若者た
ちと一緒に何がおきたのかを見に行きました。山のふ
もとに湖があったのですが、今は乾いてしまった跡が
あります。そのあたりに恐ろしいほど大きな氷が見え
ました。この山のふもとの平らなところは2-3の群落
の家が夏を過ごせる、たくさん草が咲くきれいな場所
だったのですよ。その草場が何も残らずなくなりまし
た。さっき私はあなたたちに雪が崩れた場所を教えま
したよね。その手前に小さな茶色い丘がありました。
その丘もなくなって、全部平らになっていました。両
側にとても良い草沼がありました。その草沼もなくな
っていました。バヤンウルギー県のアルタンツグツ・
ソムのウリアンハイ族の人たちは、夏になったらちょ
うどこの辺りで夏を過ごしていて、ウリアンハイの牛
乳工場の牛を放牧していて乳しぼりをしていました。
そのウリアンハイ族の人たちの馬75・76頭と、エルデ
ニブレンソムの馬飼いのウルジーという人の馬20頭、
私の兄のヤクが17・18頭、死にました。見えるものは
何もありませんでした。オチルさんというアルタンツ
グツ・ソムのウリアンハイ人の高齢者がいましたが、
その人の、歩く姿が美しかった茶色い馬が頭から岩に
ぶらさがっていました。見えているものはその馬だけ
でした。この辺りからアルタンツグツ・ソムへ行く途
中でフグシェールという川を渡るとエレグトという場
所があります。２日後、その場所にヤクの遺体がある
と聞いたので見に行ったら、頭がないヤクの死体が落
ちていました。当時私の兄はネグデルコルホーズ組合
のヤクを飼い、この辺りで子牛を生んでない雌牛を放
牧していました。ヤクの群れのうちの十数頭が死にま
した。どうやってわがヤクだと分かったかというと、
当時ヤクに焼き印をつけていたのでそれで分かりまし
た。

〈エンフタイワン：一番西側のあたりから氷が崩れて

落ちてきたそうですね。その鍋みたいな地形をホンホ
といいます。ホンホというのは古代の氷です。これは
ずっと氷表面だったということです。氷が切れ崩れて
落ちてくる途中であなたが言った通りに山を掘って、
山の石を砂利にしてしまったということです。あなた
はその例を自分の目で見たということですね。〉
　（大きな氷塊が河をふさいで）２、３の氷の橋がで
きて、水が多いときに私たちがその氷の橋で川を渡っ
て、川の向こうで羊を放牧していました。帰ってくる
ときにもその橋を使っていました。この辺りは水が多
いときに危険ですよ。2000年になる少し前、その橋が
なくなりました。解けて流れていきました。そういう
橋が３つもありました。

〈質問：落ちてきたという氷の大きさはどのぐらいで
したか？例えばモンゴルゲルと比べると？〉
　もちろんこのゲルより大きかったですよ。大きなガ
ソリンタンクがありますよね。大体そのガソリンタン
クを２つ、３つぐらい合わせたような大きさだったと
思います。とても大きなものが落ちていました。この
周辺の人たちは石でその氷を割って、その氷を家に持
って帰ってお茶を作って飲みました。ツァンバガラブ
大山の氷を飲んでみたと言っていました。その時の社
会はそうだったのか、当時の人たちの興味だったの
か、そういう風に話していました。
　確かにこんなことがあったのは８月の終わりごろだ
ったような気がします。８月25日、遊牧民たちは引っ
越していきました。その年に牛乳工場は10月10日まで
乳しぼりをして、牛乳で生クリームを作っていまし
た。この辺りにいたということです。あの氷もしばら
くこのあたりにありました。乳搾りする家の人たち
が、氷を取りに行っていました。青年たちがヤクを放
牧するときに氷を取って口に入れていました。

〈質問：地元の人たちはなぜその氷は落ちてきたと言
っていましたか。当時何か聞いたことがありますか。〉
　地震のため落ちてきたかもしれないと言っていまし
た。

②「地球温暖化」の影響
〈質問：あなたが小さいときにこちらの山の雪はどう
でしたか？〉
　今は、山肌が見えていますよね。私が子供の頃はこ
うじゃなかったですよ。真っ白でした。

〈質問：何年頃からこういう風に解け始めたのですか。〉
　90年代終わりごろから溶け始めました。この２、３
年間でさらに急速に解けているような気がします。今
まで見えなかった山肌の黒い岩が見えるようになった

18）　 ウマ、ウシ、ラクダの搾乳のとき、地面に張ったロープに仔家畜を繋いでおく。それによって、放し飼いの母家畜を集めておく
効果もある。搾乳の前にロープから放し、乳を少し吸わせることにより、搾乳がしやすくなる。これを「催乳」という。ウマの
場合は、搾乳中、仔ウマを母ウマに寄り添わせておく。ウシ、ラクダの場合は、ロープに繋留しておく。

97



石井祥子、稲村哲也、鈴木康弘、ダンガー・エンフタイワン、奈良由美子、髙橋博文、スヘー・バトトルガ、ビャンバジャブ・ナラマンダハ、ケレイド・ハスエリドン

③さまざまな災害：ゾド（雪害）、洪水、落雷、地震
〈質問：今年雪はどのぐらい降りましたか？〉
　この２年間の冬はわが故郷は寒かったです。横にな
っていた牛の足が凍ってしまうほど寒くなりました。
とても寒くなりました。今年７月にナーダムの前に一
回雪が降りました。６月にも雪が降りました。その雪
がとても大変でした。ほかの遊牧民のゲルが壊れまし
たよ。そんな恐ろしい雪でした。

〈質問：ゾドはどうでしたか。〉
　去年草があまりよく生えなかったので山の方で冬を
過ごす環境が良くなくて、山で冬を過ごした遊牧民の
家畜は大変でした。それに対してホブド川沿いで冬を
過ごした家の馬や牛、ラクダは太りました。

〈質問：雪が多い年に「黄色い水の洪水」（雪解け水の
洪水）も来るでしょうね。〉
　もちろん「黄色い水の洪水」（雪解け水の洪水）が
来ますよ。こちらから見ると山のふもとが見えます
ね。南の方で少しとがっていますね。1990年代のとて
も雪が多い年に、私はウマ・ヤクを連れてこちらに来
ました。この辺りでは３月に羊とヤギを放牧しませ
ん。私の家は今住んでいるところより下の方にありま
した。その時にこの山の各河から水が流れてきまし
た。生まれて初めてそんなことを経験しました。水が
波のようになって流れ、数多くの茶色いヤクが走って
きているような姿でした。この辺りは沼っぽいので石
がありません。水だけが波打って流れてきました。

〈質問：最近、黄色い水の洪水（雪解け水の洪水）が
ありましたか。〉
　ある年、私の春営地の周辺で黄色い水の洪水（雪解
け水の洪水）が来ました。

〈質問：それは何年ですか。〉
　（隣に座っている弟に）それは何年のことでしたっ
け。お正月の馬の競争があったときです。その時に洪
水が来て家の中に水が入りました。春営地にいまし
た。黄色い水の洪水（雪解け水の洪水）は大変ですよ。
　私は馬の競争のところにいました。アンダーさんが
電話で「家に黄色い水が家に入りましたよ」と教えて
くれました。（弟に）あなたが馬の競争に出た時だと
思います。

〈質問：雨が多いときにも洪水になりますよね。〉
　この辺りは災害の危険性がある場所です。私は1986
年に軍隊に行きました。その年にこの辺りは洪水にな
りました。馬に乗っている人の鞍あたりまで水が来ま
した。また種ヤクの腰を超えるほどの水が流れてきま
した。昔はアゲント（ネグデルの商店の担当）がいま
した。大雨により、そのアゲントの家に水が入りまし
た。その時、私の兄はバースト・ハドという岩の先
で、牛乳工場のヤクを放牧していました。ゲルに水が

のです。私たちが子供の時にロシアの地質学者たちが
この辺りに来ました。その地質学者たちは「ツァンバ
ガラブ山の氷の厚さは350メートル」と言っていまし
た。最近バヤンウルギー県にヘリコプター軍団が作ら
れたそうですね。我が家がノゴーン・ノールという夏
営地にいた時にそのバヤンウルギーのヘリコプター軍
団の数多くの人が来ました。私たちはヘリコプターを
見に行きました。その人たちは「今は80メートルぐら
いまで解けていますよ」と言いました。
　それは最近のことですよ。2000何年だと思います。

〈質問：その時に80メートルになっていると言いまし
たか。〉
　あの人たちがそう言いましたよ。

〈質問：目の前に、山の中腹の雪が解けているのがは
っきりと見えていますね。〉
　はっきりと見えています。昔のツァンバガラブ山の
写真があるでしょうね。遊牧民たちはカメラを持って
ないからね。昔撮った写真を今比較してみれば、本当
に万年雪山か、同じ山かと驚くと思いますよ。

〈質問：このことに関する多くの調査論文などを読ん
だことがあります。その論文などに「氷は急速に解け
ています。地球温暖化の影響のためであるのは間違い
ないです。人間の悪い活動の影響で地球温暖化が進ん
でいます。」と書いてあります。この山の氷はこの２、
３年間で急速に解けているということですね？〉
　そうです。

〈質問：さきほど、私たちは山を南の方からも見まし
た。水と氷が流れたという跡が見えています。石が転
がった跡もはっきりと見えますね。万年雪が解けたら
この辺りが水で危険になりますか。〉
　普段はこの山の河には水がありません。しかし、日
差しが強くなってくると雪と氷が解けてすべての河か
ら水が流れてきます。

〈質問：他に、この辺りでは自然災害と言えば何があ
りますか。地震の可能性もありますよね。〉
　そうですね。地震が来る可能性もあります。大雨が
降ると洪水になる可能性だってあります。私が小さか
った時、この辺りは寒かったのです。（夏）年寄りは
毛皮のデール（民族衣装）を着ていました。今は薄い
布のデールで十分です。そんなに温かくなっていま
す。昔は、年寄りは薄いデールで夏を過ごすことがで
きないぐらい寒かったです。この辺りは毎日のように
雨が降っていました。

〈質問：モンゴル国全体で寒かったですね。町に住ん
でいた私でも子供の頃非常に寒かった覚えがありま
す。私にとっては冬という季節は短くなったような気
がします。〉
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　偉大なアルタイ山脈のふもとに暮らしている我々
は、風があっても、山があるから防風できてまだ良い
ですね。ゴビ地方の県では、何でも風で飛ばされるそ
うですよ。我々は山があるから防風ができて、そんな
に怖がることはありません。下の方に行くと、ブッシ
ュがたくさんあります。

〈質問：1988年以降、揺れを感じたことがありますか。〉
　2002年（息子のスヘーが小学校に入った年で、息子
が手を骨折してずっと家にいたあの秋）に、私のゲル
がホブド川沿いにあったときに、一回地震がありまし
た。周りの人が、地震があったと言いましたが、私は
知りませんでした。その時に、私は一頭の馬を捕まえ
ようとして（馬に乗って）いて気づかなかったです。
妻と隣のゲルのおばあさんがいました。地震が来た時
にそのおばあさんが驚いて、怖くて、下に座って両手
で草を捕まえていたと言いました。

〈質問：サルタグタイ河は地震断層かもしれないとい
うことで、去年から調査をしていると聞きましたが何
か知っていますか。〉
　私はそれについて知りません。知らないのに知って
いるふりをして嘘つく必要はありません。人は自分の
知っていることを話してもいいが、知らないことは話
せません。

④環境の変化、過放牧とその要因
　私は自分が感じたことを話します。私が子供の時こ
の辺りは背の高い草が生えていました。蝶もたくさん
いました。馬に乗っていると蝶にぶつかって進みづら
かったほどです。私が幼い頃の話です。1970年代で
す。しかし最近は草も生えなくなりました。蝶もたま
にしか見えなくなりました。

〈質問：自然は私たちの目の前で変わっていますよね。〉
　そうですよ。政府の間違った政策のせいでもありま
すよ。家畜の数が1,000頭以上になったら報奨すると
いうことです。近年の人たちは有名になりたがるので
すね。みんな家畜を1,000頭以上に増やしたがります。
私は1996年から2000年の間、バグ長（区長）をやって
いました。当時わがバグの家畜の数は15,000頭でした。
今は60,000頭になっています。

〈質問：第２バグですか？〉
　そうです。こんなことでは、家畜の放牧地が足りな
くなり、自然が死にそうになるのは当たり前ですよ。
自然が破壊するのは人間の悪い活動のせいです。人間
が自然を守れば自然は豊かになって、よくなるに違い
ないです。私は心の中でそう思っています。

〈質問：モンゴル国全体的に家畜の数が増えています。
例えばあなたが住んでいるこの夏営地では１万頭の家
畜が適切な数なのに、そこに65,000頭の家畜がいると

入ってしまいました。ゲルの壁のフェルトの下部を上
に巻き上げてゲルの帯に挟んでおいて、物が全部ベッ
ドの上に置いてありました。敷き布団とフェルトのカ
ーペットなどは水で浮いていました。
　1993年にわが家はこの近くで夏を過ごしていまし
た。その時に老人が水の中から子牛を引っ張りだそう
としていて、水に落ちてしまいました。しばらく水に
流されて死にそうになりました。運が良いことに、馬
に乗っていた青年がその老人を見つけて引っ張ったそ
うです。しかしデールなどが濡れたため重くなってい
て一人の人間の力では足りなかったそうです。そこ
で、通りかかっていた２人とともに３人で助けたと言
います。水の流れが強かったということです。

〈質問：他にどんな自然災害がありましたか。雷は？〉
　1995年に雷が落ちました。弟の結婚式の準備で私た
ちが忙しかった時です。川の向こう側に知り合いの家
がありました。わが家は川の手前側にありました。私
は川の向こう側の家から出発して、馬に乗って水を渡
っていたら、後ろの方ですごい音がしました。驚いて
ふり返ってみたら、ちょうど５頭の牛が倒れているの
を見ました。
　あと、このナリーン・ハムリーン・ウング（地名、
細い岩の奥の意）では７頭の馬に雷が落ちました。馬
はその場で死にました。時々雷が落ちますね。
　ある年ナーダムの前に私が弟と一緒に川の向こうで
競走用の馬を訓練させていたら、すごい音で雷が鳴
り、雨が降りました。その時に私の右の頬を何か熱い
もので焼いたような感じがしました。しかし隣にいた
弟は何も感じませんでした。たまにそういうこともあ
ります。危ないですよ。

〈質問：風はどうでしょうか。〉
　自分が観察したことを話したいと思います。わが故
郷では風つまり嵐か吹雪は、ほとんど冬と春に強くな
るものです。７～10年間に雪が多い年があります。あ
くまでも自分が感じたことを話します。また10年間ぐ
らい、風が強くなる時期があります。この辺りではそ
ういう風に感じられます。1996年から2005年、2006年
頃までは風が強かったです。ゲルの上に重いものを置
いたり、四角い形にしてひもで結んだり、真ん中に重
いものをぶら下げたりしているのにゲルが飛ばされそ
うになりました。恐ろしい風でした。最近そんな風は
あまりないですね。でも冬になったら雪がたくさん降
るようになりました。自然のそういう循環があるそう
ですね。

〈質問：モンゴル国の風の主な方向は西、西北からで
す。地域の特徴と山脈システムによる地域的風もあり
ます。このソムは結構風が入ってくる場所ですね。実
は山で囲まれているから風が入りづらいはずですが。
巻いているような形の地域的な山の風がよく吹くと思
います。〉
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転手をした。４つのゲルでホト・アイル（孫娘家族の
ゲル、義理の息子のゲル、義理の息子の弟のゲル）子
供は６人（ウランバートル在住２人、アメリカ在住１
人、ソムに２人：１人は食堂経営）

〈1988年の地震について質問〉
　地震は午後だった。フフサイル（鍋底のような丸い
形をしたところ、写真９参照）は、湖のようになって
いた（そこから流れている川をフフサイル川という）。
その水も落ちてきた。氷塊は、万年雪から落ちてきた
もので、滅多にないことだからと喜んで、その氷でお
茶を飲もうとした。しかし、万年雪の水ではお茶がで
きなかった。
　氷の下敷きになったウマは、ウリアンハイのBさん
のウマだった。氷塊が落ちたとき、あたりは煙で何も
見えなかったが、しばらくしたら青空になった。行っ
てみたら、ウマの脚がちらばっていた。それまではウ
マがどこに行ったのかわからなくて、ずっと探してい
た。ヤクは10日後に下敷きになったとわかった。
　Bさんは1989年にバヤンウルギー県のアルタンツグ
ツ・ソムからエルデネブレン・ソムに移住してきた。
神が宿っているところにゲルを建てていた。猟をする
人で、ヤンゲル（野生ヤギ）を殺した。これらのこと
で神の怒りに触れ、ウマを無くし、子供３人を亡く
し、自分もウランバートルへ行く途中に亡くなった。
シャーマンに見てもらったら、「神聖な場所で鉄砲の
音を立てたことがいけなかった」と言った。神の怒り
をしずめるために、山の岩に野生のヤギの絵を彫って
もらった。そんなことがあってから、誰も野生動物を
殺さなくなった。
　このあたりには野生ヤギ、ユキヒョウ、シルウス
（猫系の野生動物）がいる。キツネやオオカミもいて、
ホト・アイルに来ることがある。
　温暖化は明らかに感じられる。去年まで立っていた
木がなくなっている。昔はよく川があふれていたが、
最近はならない。ホブド川周辺は、火事になりやす
い。2013年か14年頃、火事があった。ひどくはなかっ
たが、４～５ヘクタールが焼けた。ホブド川周辺に生
えてた薬草も焼けたので、残念だった。
　山の上に登って、下を見下ろしたことがあった。山
の上からはハル・オス湖も見渡せて、本当に美しく、
この美しい土地を守らなければならないと決意したこ
とがある。
　昔の災害の話は子や孫によく話す。昨日も、バヤン
ウルギー県のトルボ・ソムからの帰り道、ツァンバガ
ラブ山を通るときに、雨の日は山に行かないでねと話
した。雨の日はゲルを出ないように言っている。高い
ところにゲルを建てるようにとも言っている。
　モンゴル人は義務というものを理解していない。自
分たちで危険な場所にゲルを建てているのに、洪水に
なると、NEMA（非常事態庁）が助けてくれなかっ
たとか、政府が助けてくれなかったと言う。人は自分
の命を守るために自分で行動しなければならない。子

したら過放牧がひどくなり、植物表面の密度が薄くな
り、家畜が食べる質が良い草が無くなってきますね。
これはモンゴル全国の問題ですね。〉
　最近、よく見れば家畜が食べる栄養のある草が少な
くなって、酸っぱい草がたくさん生えています。若い
ときに何も考えなかったので観察しなかったし、昔は
良い草がたくさん生えていましたからね。私の父はネ
グデル（組合）の羊を飼う遊牧民でした。私は５歳の
時に一日中1,000頭の羊を山で放牧させていました。
その時から遊牧生活をしています。

〈質問：遊牧民は質が良くて数少ない家畜を持つよう
に政策が必要だということですね。舗装道路はこの近
くまで来ているし、この辺は家畜と畜産物の売り上げ
と値段はどうですか。〉
　家畜の値段は一時高かったが、この４、５年間安く
なっています。今年値段が少し上がっています。カシ
ミヤも家畜も同じです。しかし今一番売れないのは羊
の毛皮と毛です。こんなにきれいな毛や毛皮でも買う
人はいません。県の中心町の市場で羊の毛皮がそこい
ら中に捨ててあって、犬が食べて、腐っていますよ。
モンゴルの家畜の毛皮がこういう風に捨てられている
ことを、とても残念に思っています。

〈質問：毛を加工する工場が作られたと聞きました。〉
　去年毛の値段が上がって１キロ7,000トゥグルグ（モ
ンゴルの通貨単位、2019年現在１円＝約24トゥグル
グ）になりました。そして（工場で加工した）フェル
トの値段は５万、６万、10万トゥグルグまで上がりま
した。なのに、今年になって羊毛の値段は4,000トゥ
グルグになったのですよ。それなのにフェルトの値段
は下がりませんでした。遊牧民たちの生活をこうやっ
て妨害しているのですよ。

〈質問：地震について具体的な情報を教えてくれてあ
りがとうございます。私自身はロシアの研究者が書い
た本を読みました。1988年に万年雪山で地震があった
ため大きな氷が落ちてきて、その氷で馬と他の家畜が
壊滅したと書いてありました。私が読んだ資料ではア
ブダル（モンゴルゲルの奥の方に置く低いタンス）ほ
どの大きさだと書いてありました。〉
　何がアブダルですか、アブダルどころの大きさでは
ないですよ。

〈エンフタイワン：アブダルぐらいの氷では家畜がそ
んな数多く死ぬかと、私は不思議に思っていました。
あなたの話をおかげで納得がいきました。〉

2-2　 メンドバヤル（70歳男性、遊牧民、ウールド）
のインタビュー（写真８）

　職業は遊牧民（ウマ20頭、ウシ13頭、ヒツジ30頭、
ヤギなし、ラクダなし）。冬になるとホブド市に住む。
1971年に運転手になり、60歳の定年（2009年）まで運
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供にもそう教えなければならない。

2-3　その他の遊牧民からの情報
① バルジンマー（73歳）：地震と氷塊崩落、洪水につ
いて（写真10）

　1988年は、近くで放牧していた。翌日に戻って、み
なが「これまで聞いたことがない音がした」というの
で、見にいった。氷の大きな塊が谷の両側にぶつかっ
て落ちたようだった。氷塊に土がついていて、馬の毛
や脚も見えた。そのとき、洪水も発生して、その沢の
下流にあったゲルが流され、年配の女性が一人亡くな
り、30頭以上の牛も死んだ。２日後と４日後にも大き
な地震があった。
　昔（15年前）は、山に黒い部分はなかった。氷河が
減少し、乾燥化している。今年はいいが、最近は雨が
少なくなった。

②バットゲレル（1972年生まれ）（写真11）
　1988年の地震のとき、16歳（数え17）だった。広い
高原の中央あがりのゲルにいた。そのときは、午後
で、ゲルの中にいた。午後２時ごろ、激しく揺れて、
鍋のミルクが溢れた。馬に乗っている人にはわからな
かった。大きな氷塊が川をまたがる形で止まり、橋の
ようになって、その上を渡れるようになった。川幅
は、水量が多いときで10mくらいだった。それは2009
年まで残っていた。

③エルデンバヤル氏（69歳）：地球温暖化、山への信仰
　1973年に軍を退役してからずっと遊牧をしている。
ネグデル時代は、ロシアに家畜を生きたまま運んで、
輸出する仕事をしていた。西のバヤンウルギー県のロ
シア国境まで運んだ。５月１日に家畜を受け取り、放
牧して、８月１日に向こうで渡す仕事をした。1988年
の地震のときは、ロシア国境から戻ってくる途中だっ
た。
　93年から住んでいるが、昔は、ツァンバガラヴ山は
夏も白い雪に覆われていて、黒い岩肌は見えなかっ
た。雪が無くなったら、夏営地の意味は無くなる。60
年代はすごく寒かったが、馬の息で鼻にツララができ
た。つばを吐くと地面に落ちるまでに凍った。80年代
から暖かくなった。植物の種類が減って、乾燥化して
いる。いい草が減っている。この地域の草は種類と栄

養がいいが、子供のころに見た、高い草は無くなり、
種類も量も減った。唯一の水源は雪だから、それが無
くなるとゾスランの意味がなくなる。ネグデルの時代
には、個体数を行政が調整していたが、私有化してか
らは、家畜が多くなりすぎて、草が悪くなっている。
今年は久しぶりにいい雨が降った。
　サブダッグという山の神様に、朝、乳、茶をささげ
る。７月21日か22日に、祭りをする。石で10mほどの
卍をつくり、白いヤギを犠牲にして捧げ、バターとホ
ロート（チーズの一種）を捧げる。祭りのときに、自
分の好きなヒツジ、馬を自由にする。そのとき首にハ
タグ（チベット仏教の神聖な布）をつけ、ラマに経を
読んでもらう。ラマ僧は、ウランバートルから大勢来
る。祭りのときには、雨乞いをし、良い草が生えるよ
うに、病気にならないで健康でいられることなどを祈
る。

3　 防災カルタワークショップとコンクール
（2019年２月～３月）

3-1　 ツァストアルタイ学校におけるワークショップ
（２月）

　防災カルタは市民防災を盛り上げるためのツールと
して日本では一般的であるが、カルタゲームの文化を
もたないモンゴルに普及させることができるかを本プ
ロジェクトで総合的に検討したい。生活文化の異なる
海外へ、日本のカルタをそのまま持ち込んでも無意味
なので、いかに作成するかというところから検討する
必要がある。
　プロジェクトメンバーのナラマンダハと石井が数度
にわたって議論し、読み札となる詩の見本をモンゴル
語でナラマンダハが作成した。表１にその見本の一部
を示す。モンゴル語では、日本語のように５・７・５
の形式で読み札を作ることができない。しかし、モン
ゴルにも韻を踏んで謳うという伝統的な詩の文化があ
るため、それにならった形式のもの、日本の防災標語
を翻訳したものなど、数パターンを用意した。また、
カルタゲームを想定して詩の長さについてもある程度
制限することを検討した。また、石井が数枚のカルタ
の絵を試作した。こうした準備を経て、２月19日にホ
ブド県庁に隣接するツァストアルタイ学校を訪問し、
アルタンダグワ校長と面会した。同校は防災活動の全

表１　読み札の見本（ナラマンダハ作成）
読み札となる詩 日本語訳

Хамтын хчээ нэгтгээд
Хадлангаа сайн авбал
Хашаа хороогоо дулаалбал
Хахир влийг ажрахгй давна.

力を合わせて草を十分用意して
家畜小屋を暖かく作れば
厳しい冬を安心して過ごせます

Гал алдахгйн тулд 
Гадаах аргалаа хучъя.

燃料が濡れて困らないように
外の牛糞にカバーをかけましょう（図４）

др бр тэнгэр, нар, сар, од шинждэг 
вг  дээдсийн ухаанаас суралцъя

毎日のように空、日、月、星を観察する
祖先からの知識を習いましょう
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国大会に出るなど積極的で、学校ソーシャルワーカー
のバトオルシホ氏が主担当となり、市内の他の６校か
らもそれぞれ10～12人程度集まってもらうこととし
た。その後、ドゥゲルジャブ知事にも協力を依頼し
た。
　２月20日には、市内の公立校７校から70人の生徒が
ツァストアルタイ学校の講堂に集まった。はじめに石
井とバトトルガが防災カルタという日本の文化がある
こと、日本では自然災害が多いために子供たちがカル
タを使って防災の知識を学ぶこともあることを講演
し、モンゴルで最初の防災カルタをホブドで作りまし
ょう、という呼びかけに子供たちの興味が高まった。
その後、学校ごとに大きなテーブルを囲んで、絵を描
いてみようということになった（写真12）。参加者全
員に24色の色鉛筆が手渡された。子供たちは友達と相
談しながら早速絵を描き始めた。詩を書く子もいた。
30分後に「できましたか？」と聞くと、子供たちはま
だ熱心に取り組んでいる。「来月、コンクールを行い
ます」と言うと、子供たちからは歓声が上がった。
　ホブド非常事態局とも相談し、作品の提出先は各学
校のソーシャルワーカーになり、ホブド県の教育局が
これを束ねることになった。教育局長のプレブフー氏
からも積極的に引き受けるという快諾をもらうことが
できた。

3-2　防災カルタコンクール（３月）
　カルタコンクールの募集案内は、資料１の内容をモ
ンゴル語翻訳して各学校に配布された。３月27日まで
に絵と詩が多数寄せられた。その数は約500で、こち
らの予想を超える盛況だった。ホブド非常事態局で局
長・副局長・ダワージャルガル・オドゲレル氏らと打
ち合わせた後、絵と詩の審査が行われた（写真13）。
審査員は、県庁、教育局、児童機関、ホブド非常事態
局から各１名とプロジェクトメンバーとして稲村が加
わった。カルタになるように複数枚を一式で提出した
学校もあった。審査の結果、絵画（１枚提出）部門と
して第１位、第２位、第３位、カルタセット部門とし
て、第１位、第２位、第３位、さらに、特別賞とし
て、県知事賞、教育部賞、児童機関賞、モンゴル国立

大学賞、ホブド非常事態局賞が決定した。
　３月28日にはホブド児童会館に優秀作品を展示し
（写真14）、また、ホールでカルタコンクール表彰式が
開催された。
　このコンクールの応募作品の中から選抜し、カルタ
を制作する準備を進めているところである。その一部
として、表２に応募作品の詩を紹介し、それに対応す
る絵も紹介しておきたい（図４～７）。

4　 モンゴル国立大学のスタジオ整備と 
コンテンツ制作

　このJICAのプロジェクトと連動させ、筆者らは、
稲村哲也を代表とする科研の挑戦的研究（萌芽）「山
岳高所・遊牧地域における遠隔教育の可能性」（2018
～2019年度）により、モンゴル国立大学における遠隔
教育のシステム化に協力し、防災コンテンツを活用し
た地域に適合した遠隔教育のモデルを探求してきた。
遠隔教育の普及は、遊牧民が移動生活を続けながらも
高等教育を受けることを可能とし、人口一極集中の軽
減に一定の効果をもつ。また、地域リーダーの現地養
成も可能とし、地方の活性化・安定化にも資する。こ
のように、遠隔教育システムは本来的にレジリエンス
との親和性を有しているが、教育コンテンツに防災・
共生等のテーマを組み込むことにより、より積極的に
レジリエンス強化の機能を付与することができる。
　本プロジェクトと並行し、モンゴル国立大学のスタ
ジオの整備が進められてきた（写真15～18）。2017年
８月の時点では、モンゴル国立大学に撮影スタジオが
あったが、主に学生募集プロモーション映像、学内イ
ベント映像、大学紹介映像などを制作しており、学内
のLANを通じて学生・教職員が映像を視聴する仕組
みはあるが、大学の講義を撮影してインターネットで
授業を配信するには至っていない状況であった。
　モンゴル国立大学の新スタジオが整備され、2019年
３月に確認した。従来のスタジオよりも特に照明や壁
の内装が改善され、ファカルティディベロップ・セン
ターのBattsetseg Serj准教授を室長として、映像制
作・CGデザインはKhatan Zorigt氏が担当していた。

表２　子供たちが制作したカルタの詩の例
読み札となる詩 日本語訳

Хоржигнон шуугих ерийн их ус ирж 
Хол ойрыг тйвээж эхэлбэл 
Холдон явж ндр газарт очоод 
Хонгор амиа аварцгаая х хд дээ

音を立てて洪水が来て
あちこちを破壊し始めたら
遠くに離れて高いところに行って自分の命を守りましょう。
子供達よ！ （図５）

Сондгой ганц модон доор борооноос 
хоргодож болохгй. 
Аянга буух аюултай.

１本の木の下で雨宿りをしてはいけません
雷が落ちる恐れがあります （図６）

Газар хдллт болж 
Гариг дэлхий чичирвэл 
Ширээн доогуур орж 
Шингэрэн алга болтол нь хлээ

地震で地面が揺れたら
テーブルの下に入って身を守れ
おさまるまで待て （図７）
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スタジオで映像コンテンツを制作するワークフローを
Khatan Zorigt氏よりヒアリングしたところ、ビデオ
カメラ２台を使用し、いずれもFULLHD撮影ができ
る機器（4K対応ではない）であること、ビデオカメ
ラで撮影した映像は、ビデオカメラ本体のSDXCカー
ドに記録され、その映像データをPCで編集している
ため、CGの合成編集にかなり工程が多く費やされ、
苦労しているなどの課題が提示された。現状の制作ワ
ークフローの課題については下記の項目が挙げられ
た。

1） AVミキサー（Digital AV Mixer AG-HMX100）を
５年前に購入していたが、使用方法がわからず、
現在の制作フローでは使用されていない状況であ
った。

2） スタジオではクロマキー撮影できる環境になって
いるが、現状のワークフローではPC上で編集作業
しており、ビデオカメラで撮影した映像データと
PCで制作したCGやPPTスライドとの合成・同期
にかなり作業工数が多く、スタッフの負担になっ
ている。

これらの課題の改善のため、不足の機材を用意し、
2019年５月、モンゴル国立大学のスタジオ機材整備の
ため、現地を再訪問した。スタジオの整備を完了し、
NEMA（非常事態局）のSerjmyadag講師（テーマ：
地震災害）Ariunaa講師（テーマ：ゾド）、による講
義の撮影を行った。さらにモンゴル国立大学の新スタ
ジオの機器をDigital AV Mixer AG-HMX100を中心に
再構成を図った。このうようにして機材整備とスタッ
フの技術向上に協力し、その後も、コンテンツの共同
制作を進めてきた。

5　おわりに

　本プロジェクトの目的は、地球環境の変動と急激な
近代化による社会変化によって、災害リスクを高めて
いるモンゴル社会において、防災啓発を推進すること
であるが、その目的の達成のためには、現地の人々の
生活を知り、彼らの認識を共有することが前提として
重要である。ホブド市における活動は本誌の別稿で論
じているが、本稿は、遊牧社会における自然災害の認
識について論じ、防災啓発の活動の具体的な取り組み
として、現地の人々の自然災害を基礎とした防災カル
タの制作、また、現地の機関と人材によるコンテンツ
制作をとりあげた。
　２章で、山岳地域における遊牧民の自然環境への認
識について、標高2900mのゾスラン（夏営地）で、現
地の生活を見ながら、聞き取りによって明らかにし
た。そこでは、２つの点が明らかになった。ひとつ
は、地球環境の変動（特に気候変動）の現地社会への

影響である。そこには、地震と温暖化の重なりがあ
る。現実に起こった現象としては、1988年に地震を契
機として発生した氷塊の崩落と、おそらく氷河湖決壊
（学術的には未確認）による水害である。これらの自
然現象の結果としては、一人の女性と多くの家畜が犠
牲となったものの、遊牧社会本来のレジリエンスによ
って、被害は最小限に抑えられたことが読み取れる。
また、当時は谷沿いがゾスラン（夏営地）であった
が、その現象の後は、谷を避け、比較的高い草地に変
えるなど、移動性が高い遊牧本来のレジリエンスを発
揮したこともわかる。一方では、温暖化の影響による
氷河の崩落、洪水が実際に起こっていて、それに対す
る人々の認識も知ることができた。地球温暖化に関し
ては、遊牧民が実感として捉えていることも明らかに
なった。一方で、温暖化とともに、人為的な環境の変
化も大きく、それに対する遊牧民の認識も知ることが
できた。
　人為的な環境の変化を理解するため、モンゴルの歴
史を踏まえる必要がある。以下では、その概要を述べ
ておきたい。
　モンゴルは、1921年の独立達成と1924年の活仏ボグ
ド・ハーン逝去の後、ソビエト連邦の影響下で社会主
義の道をたどった。1950年代から、家畜がネグデル
（組合）の所有という形によって集団化されていった。
遊牧民は組合員となり、ネグデルの家畜を請け負って
飼い、給料を受け取るようになった。遊牧民の各家族
は、（社会主義理論に基づく）分業体制に従い、組合
の指示に従って、一種類の家畜だけを飼い、移動のル
ートも決められるなど、さまざまな制約を受けた。
　地震が発生した1988年は、ネグデル時代の末期に当
たるため、聞き取りでも、その当時の生活が記憶とし
て語られた。アゲントや、ロシアへの輸出のための家
畜群の移動も、ネグデル体制の一環である。
　ソ連でペレストロイカが始まると、モンゴルでもさ
まざまな経済改革が始まり、1989年末に起こった民主
化運動を契機として、翌1990年には自由選挙が実施さ
れ、政治・経済改革が開始された19）。1991年以後、政
府は国営企業民営化・国有財産私有化等の経済改革を
断行した。1992年２月には新憲法が施行され、国名も
モンゴル人民共和国からモンゴル国に変更され、社会
主義が公式に放棄された。こうして、中央の管理によ
る計画経済であった社会主義体制から、民主主義・市
場経済体制への移行が行われ、国民生活と社会構造に
劇的な変化をもたらしてきた。遊牧社会では、市場経
済化以後、組合の家畜は私有化され、遊牧民は個人の
家畜を飼い、自由に増やすことができるようになっ
た。一方では、市場経済化により、医療などの公共サ
ービスの多くが停止し、獣医、雪害対策など牧畜に関
するサービスも無くなった。とくに遠隔地では、電
気、流通、情報の停止等により、1990年代には、生活
のレベルが著しく低下した。また、都市部で富裕層が

19）　 社会主義から民主化、市場経済化への変化については〈石井、鈴木、稲村編2015〉。
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出現する一方、企業の倒産が続き、失業者、貧困が増
加した。こうした市場経済化過程におけるさまざまな
問題により、遠隔地から都市への移住、特に首都ウラ
ンバートルへの人口集中が進んだ。
　以上のように、モンゴルの遊牧社会は、30年余りの
組合制を経て、市場経済化によって遊牧の「伝統」が
復活し、遊牧社会の柔軟性が復活した。それは、一時
的にはレジリエンスが回復されたとい側面をもつ。し
かし、近年、また、家畜数のコントロールが無くなっ
たため、過放牧となっている地域も多く、とくにカシ
ミヤ毛による収益を得るためヤギの割合が増えて、草
地劣化の要因となっている。それが、旱魃、ゾド（冷
害、雪害）の被害を大きくする要因となっている20）。
　ゾスラン（夏営地）で遊牧民が語った草原の劣化
は、以上のような歴史的変動を反映しているわけであ
る。このように、モンゴルの地方の遊牧社会において
も、本来のレジリエンスがじわじわと崩れつつあるの
が現状である。
　第３章で紹介している防災カルタの制作は、現在進
行中の実践であるが、モンゴルの遊牧が受け継いでき
た本来のレジリエンスを掘り起こす作業でもある。子
供たちが親たちから受け継いでいる言い伝えなどの知
恵はそれを反映するものであろう。そして学校やメデ
ィアによって学んでいる新たな知識もカルタに反映さ
れていそうである。彼ら自身の発想によって、どのよ
うなカルタができあがるのか。今後の課題である。
　第４章では防災コンテンツ制作と、そこからさらに
遠隔教育の実施に向けた共同作業の取り組みについて
紹介した。すでに、防災の専門家や、遊牧民へのイン
タビュー、ホブド市でのワークショップ等についての
撮影も進み、コンテンツ素材を蓄積してきた。JICA
プロジェクトは、「草の根技術協力事業（パートナー
型）」で、特定地域の住民の受益を想定した枠組みで
あるが、これに遠隔教育を接続することにより、ホブ
ド・モデルを全国に波及させる発信力をもつ。本プロ
ジェクトの上位目標とする「ホブド県の地域リーダー
から指導・助言を受けた地方住民が災害発生を我がこ
ととして理解し、災害対応力を高めるとともに、ホブ
ド地域の事例をパイロットとして、地方の非常事態局
が自治体や大学と連携した防災教育が全国的に展開さ
れるようになる。」に大いに合致する。
　このように、私たちは、JICAプロジェクトの一義
的な目的を果たすだけでなく、プロジェクト遂行に通
じて、学術的、社会的な意義をも追及している。ま
た、大学による実践的な事業推進のひとつのあり方と
して、その過程を記録しておくことの意義も大きいと
考える。本稿はその一環である。

■資料１　「防災カルタ」コンクール募集要項
場所：ホブド児童会館
主催：ホブドNEMA、ホブド県、ホブド県教育局

協力：名古屋大学、放送大学、モンゴル国立大学

趣旨：災害から命や生活を守るための詩（標語）を、
遊びを通じて覚えられるように、日本には「防災カル
タ」というものがある。モンゴルならではの防災カル
タを作る試みを、初めてホブドで行う。そのための詩
と絵をホブドの学校の生徒から募り、優秀作品を表彰
する。

募集方法：各学校のソーシャルワーカーを通じて教育
局へ提出　その後、ホブドNEMAへ
締め切り：各学校3/20　教育部局3/21　NEMA3/22
審査日：３月27日
表彰式：３月28日

提出方法：用紙A4サイズ（横長）
　① 例示した詩に合う絵（左上の円内に詩の最初の一

文字）：裏面に詩の番号を記入
　② 自分で作った詩（横長のA4用紙に大きめ太めの
字で書く）

　③ 自分で作った詩に合う絵（左上の円内に詩の最初
の一文字）：裏面に詩を書く

　※ いずれの場合も表面の下の方に、「学校名・学
年・学級・氏名」を書く。

　　 27日の夜、各学校のソーシャルワーカーに入賞者
名を通知する。

　　入賞者は28日の表彰式会場に来てください。
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図４　フンにカバー 図５　洪水

図６　木の下で雨宿り

図７　地震
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写真１　ツァンバガラヴ山の麓のゾスラン（夏営地） 写真２　夏営地での牛の搾乳

写真３　夏営地での馬の搾乳 写真４　ゲルの中での生活

写真５　 ゲルの上座。仏壇、家族写真に加えて、テレ
ビがある

写真６　ツェレンチメドゥ氏へのインタビュー
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写真７　 牛の搾乳。地面に張ったロープに仔牛が繋が
れている 写真８　メンドバヤル氏へのインタビュー

写真９　ツァンバガラウ山

フフサイル

フフサイル川

写真10　遊牧の途中での聞き取り

写真11　聞き取り調査：地図を確認しながら

写真12　カルタを作成する子供たち
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写真13　 応募された絵と詩を机に並べて審査員が優秀
作品を選別

写真14　カルタ・コンクール優秀作品の展示

写真15　 新スタジオに不足の機器を設置し、撮影ワー
クフローの再構成を行った

写真16　NEMAのSerjmyadag講師による講義の撮影

写真17　NEMAのAriunaa講師による講義の撮影 写真18　 モンゴル国立大学の新スタジオの機器を
Digital AV Mixer AG-HMX100を中心に
再構成を図った
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